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コ
ロ
ナ
禍
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
よ
う

や
く
抜
け
出
し
、
感
染
症
法
上
２
類
か
ら
５

類
へ
と
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

色
々
な
制
限
が
解
除
さ
れ
以
前
の
状
況
に

戻
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
医

療
費
が
原
則
自
己
負
担
に
な
る
な
ど
今
後

の
動
向
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
●
こ
の

３
年
間
で
世
の
中
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
様

変
わ
り
し
、
マ
ス
ク
着
用
が
基
本
、
学
校
で

は
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
導
入
、
企
業
で
は
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
自
宅
や
遠
隔
地
か
ら

仕
事
を
行
う
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
自
然
の
中
で
暮
ら
し
た
い

な
ど
田
舎
暮
ら
し
が
見
直
さ
れ
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
自
身
こ
の

数
年
で
以
前
よ
り
地
元
の
自
然
に
目
を
向

け
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
●
マ
イ
ブ
ー
ム
は
、
春
の
訪
れ
と
と
も

に
地
表
に
現
れ
る
、
旬
の
山
菜
取
り
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
兼
ね
て
野
山
を
散
策
し

な
が
ら
の
山
菜
取
り
は
ス
ト
レ
ス
解
消
に

も
な
り
、
食
物
繊
維
を
多
く
含
む
食
材
は
健

康
に
も
良
く
ほ
ろ
苦
い
食
材
は
旬
を
感
じ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
年
の
気
温
の
変
化
や
場
所

に
よ
り
出
る
時
期
が
異
な
り
ま
す
が
、
フ
キ

ノ
ト
ウ
、
コ
ゴ
ミ
、
タ
ラ
の
芽
、
ワ
ラ
ビ
、

フ
キ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
情
報
紙
発
行

の
頃
は
、
フ
キ
も
旬
を
過
ぎ
る
頃
で
す
。
● 

さ
ら
に
、
琵
琶
湖
か
ら
河
川
に
遡
上
し
て
く

る
小
鮎
も
旬
の
食
材
で
す
。
先
日
、
某
河
川

に
小
鮎
釣
り
に
出
掛
け
、
釣
れ
た
小
鮎
は
山

椒
煮
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
●
こ

れ
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
以
前

の
よ
う
な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
戻
ら
な
い
部

分
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
に
合
っ

た
田
舎
暮
ら
し
の
良
さ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽

し
み
方
を
見
つ
め
直
す
の
も
良
い
か
と
思

い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
と
） 

 4 月 29 日、恒例の「千草街道を往く」
を開催しました。 
 6 時 30 分、コミュニティセンターで出
発式を行い、岩ケ谷林道登山口までは観光
バス 2 台で移動。今年は参加者 25 人、ス
タッフ12人で三重県朝明キャンプ場まで
踏破しました。永山会メンバーにも協力を
いただき、旧跡の案内や樹木、草花の説明
を行っていただきました。参加者からは見
ごろのヤマシャクヤク、シロヤシオやエン
レイソウなどを見ながら自然を満喫でき
て良かったとの感想をいただきました。 
 杉峠での集合写真撮影では、参加記念に
お配りしているタオルを掲げられる方が
近年多くなってきていて、中には以前から
の色違いのタオルを持参されている方も
たくさんおられました。 
 開催までの一週間は天気予報とのにら
めっこで、空模様が心配されましたが当日
朝には実施することができ、朝明到着直後
に降雨となり、日頃の行いの賜物とつくづ
く感じたところです。 
 現地での解散式には、交流を行っている
菰野町の朝明観光協会の皆さんも出席い
ただき、秋には朝明から永源寺への山越え
イベントをされる予定と挨拶いただきま
した。 
 17 時 30 分にコミュニティセンターに
到着し、待機スタッフのホットコーヒーな
どのおもてなしをさせていただきました。 



 

 

  

  

こんにちは保健師です ⑯ 
「さあはじめよう！ 

    認知症予防」 

 今回からシリーズで「認知 

症予防」についてお届けしま 

す。 

【認知症についての正しい知識】 

老化によるもの忘れと認知症に 

よるもの忘れは、どう違うのでしょうか？ 
 
 老化による

もの 

認知症によ

るもの 

体験や出来

事について

のもの忘れ 

 

体験したこ

とや出来事

の一部を忘

れるが、体験

のほかの記

憶から忘れ

た部分を思

い出すこと

ができる。 

体験したこ

とや出来事

のすべてを

忘れてしま

う。ヒントが

あっても思

い出せない。 

物忘れへの

自覚 

自覚がある 自覚がない 

物忘れの範

囲 

人 物 や 時

間・場所はよ

くわかる。 

人 物 や 時

間・場所まで

分からない。 

日常生活の

支障 

大きな支障

なし 

支障がでる 

★老化によるものが認知症にすすまないた

めには・・・どうしたらいいでしょう？ 

「軽度認知障害（MCI）」の段階で対処するこ

とが大事です。 

MCI の段階で適切に対処すれば、特に最も

多い認知症であるアルツハイマー型認知症

への移行や悪化を予防または先送りできま

す。 

（本人だけでなく家族など周囲の人も含

めて異変のサインを見逃さず、かかりつけ医

や専門医に早めに相談しましょう） 

★次回は「どのように対処すれば予防ができ

るのか」考えてみましょう。 

5 月 18 日、野菜料理講座の第 1 回講座として、
ベジフルフラワーアーティスト和田直子さんを講師
に迎え、ベジフルフラワーの体験公開講座を行いま
した。近江産の野菜や果物のみを使ったブーケに参
加者は興味津々。お馴染みのキュウリや日野菜、初
めて見るイタリア野菜の“カーボロネロ”など 11
種の野菜を前に、その特性や美味しい食べ方を聞い
た後、野菜に竹串を刺してそれぞれブーケ作りに取
り組みました。 
和田さんは「これからも近江の地元野菜の魅力を

皆さんに伝えていきたい。そして生産者さんとのネ
ットワークをもっと広げていきたい」と熱く語られ
ました。（永源寺コミュニティセンターから情報提
供）資格講座やワークショップ依頼など講師への連
絡はＭail：vegeFlower.nao@gmail．comへ 

 

 

シロヤシオ・シャクナゲを見に行こう！ 
八風峠から石榑峠の登山ツアー 

 
 

自慢の工芸品がずらり 
奥永源寺春の工芸市 

「見て、飾って、味わえる野菜ブーケ」 
ベジフルフラワー体験公開講座 

  

帽投げて卒業祝う 
ラチーノ学院で卒業式 

 満開のシロヤシオ・シャクナゲ群落を見に行く
「八風峠から石榑峠へ」の登山を 5月 13日に開催
しました。 
 参加者 21 人は道の駅に集合し、登山口までマイ
クロバスで移動。中峠まで登ると、白い花を咲かせ
たシロヤシオが出迎えてくれました。八風峠を経由
して石榑峠への稜線は、シロヤシオやシャクナゲの
赤や白の花が満開でした。さらに色を付けたツツジ
やたくさんの草花が参加者の目を楽しませてくれ
ました。残念ながら昼食後は、雨となりガスの中の
登山となり、レインウェアを着て帰路に着きまし
た。道の駅では、えんがわ喫茶の皆さんによるホッ
トコーヒーのもてなしで、冷えた体を温めてお帰り
いただきました。 

 滋賀県のクリーン条例（ご 
みの散乱防止に関する条例） 
に定める環境美化の日（５月 
３０日）に合わせて５月２８ 
日、ごみゼロ大作戦を行いま 
した。 
 まちづくり協議会環境部の呼びかけで集まった赤
十字奉仕団の皆さんや市職員、地域の皆さんら３２
人が参加し、永源寺支所を中心に 3コースに分かれ
沿道のごみを拾いながら、ポイ捨て禁止の啓発を行
いました。 
 また、この日は、市や「さわやか環境づくり協議
会」などが主催するごみゼロ大作戦が和南川河川敷
を中心に行われ、多くの人が美化清掃に汗を流しま
した。 

 江戸時代の僧侶で、日本に煎茶を広め 
た売茶王こと月海。画家の伊藤若冲や与 
謝蕪村など、多くの著名人に影響を与え 
たことでも知られています。権力と結び 
つき、形式にとらわれるようになった当 
時の茶道をよしとしなかった彼は、京都 
にて通仙亭という喫茶店のような店を開 
き、誰もが気軽にお茶を楽しめる煎茶を 
広めました。その彼が殊更気に入ってい 
たのが越渓茶こと政所茶。本書には、そ 
の素晴らしさを詠った漢詩も収録されています。この本は

市内の図書館には所蔵していないため、県立図書館から取り寄せます。 

『売茶王の生涯』  
 

      ノーマン・ワデル著／思文閣出版 

 永源寺相谷町にある築300年の古民家
を改装した「飯屋ゐ処」が紹介されてい
ます。居心地のよい店内には、図書室と
古物店があります。 

 

永源寺地域が登場する本・雑誌 
 

永源寺図書館提供  

  

ポイ捨て、やめて!! 
道路や河川でごみゼロ大作戦 

５月 12日から 14日まで、蛭谷町の木地師やま
子の家で「第２回奥永源寺春の工芸市」が開かれま
した。 
会場には、県内外の木地師や革職人、木工作家、

陶芸家、彫刻家などの工芸作家 17人が一堂に会し、
自慢の作品を展示販売されました。伝統的な工芸品
の他にも手彫りの木製ペット仏壇など、時代に合わ
せた作品も数多く出品され、来場者は直接、作家か
ら作品に込めた思いや制作工程などを聞きながら、
お気に入りの作品を探していました。 
また、草木で染めた木珠をつなぎ合わせたブレス

レット作りや糸ノコ体験などのワークショップ。キ
ッチンカーによるカレーライスやたこ焼き、地元食
材を使った弁当の販売もありました。 

『Leaf』2023年 4-5月号 

『SAVVY』2023年 1月号 
永源寺地区・蓼畑町の「石窯パンcafé
つむぎ」が紹介されています。2018年
にいったんお店を閉められた後、コーヒ
ー職人である息子のジェルさんと一緒
に再スタート。鈴鹿山系の美味しい湧き
水を使った石窯パンとコーヒーが味わ
えます。 

 

畑ピッツァ ricco(リッコ) 

青野町 小杉豊農園併設 

営業：夏休み期間の土日、かき氷のみ 

営業時間：１１時～１５時ころ 

mailto:vegeFlower.nao@gmail．com


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

春
夏
秋
冬
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
永
源
寺

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
４
月
15
日
、
「
永
源
寺
桜
春
う
た
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
冷
た
い
雨
で
永
源
寺
桜
は
す
で
に
散
っ
て
い

ま
し
た
が
、
館
内
は
「
わ
音
」
の
歌
声
や
「
は

な
ち
ゃ
ん
ず
」
の
ヨ
シ
笛
の
音
色
に
１
３
０
人

の
来
場
者
は
、
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
永
源
寺
福
祉
の 

会
の
「
え
ん
が
わ
喫
茶
」 

の
コ
ー
ヒ
ー
や
「
ゆ
め
咲 

良
会
」
の
桜
苗
木
や
春
餅 

の
販
売
、
そ
し
て
「
日
本 

赤
十
字
奉
仕
団
」
の
募
金 

活
動
も
行
わ
れ
、
大
盛
況 

の
内
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
「
来
年
こ 

そ
永
源
寺
桜
に
出
会
え
ま 

す
よ
う
に
！
」
と
ま
た
の 

機
会
を
楽
し
み
に
会
場
を 

後
に
さ
れ
ま
し
た
。 

（
永
源
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー
か
ら
情
報
提
供
） 

 

 

永
源
寺
診
療
所
敷
地
内
に
、
ド
ク

タ
ー
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
・
メ
ゾ
ン
・

ル
ー
ラ
ル
」（
田
舎
の
家
）
が
、
５
月

２９
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
オ
ー

ナ
ー
の
花
戸
貴
司
所
長
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。 

Ｑ 

レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
思
い
は
。 

 

永
源
寺
診
療
所
に
赴
任
し
、
２４
年

に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
健
康
づ
く
り

か
ら
、
病
気
の
治
療
そ
し
て
在
宅
医

療
ま
で
地
域
の
人
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
が
、
医
療
だ
け
で
は
足
り
な
い
部

分
が
あ
る
と
日
々
感
じ
て
い
ま
し

た
。
地
域
を
ま
る
ご
と
支
え
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
多
様
な
人
た
ち
が
楽
し

く
集
え
る
、
お
い
し
い
も
の
が
食
べ

ら
れ
る
場
の
提
供
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
思
い
を
叶
え
る
た
め
に
レ
ス
ト

ラ
ン
を
計
画
し
た
の
が
今
か
ら
４
年

前
。
こ
の
間
、
世
の
中
で
は
様
々
な
出

来
事
が
あ
り
、
と
り
ま
く
環
境
も
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
が
「
地
域
の
た
め

に
」
と
い
う
思
い
は
今
で
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。 

Ｑ
お
店
の
こ
だ
わ
り
と
お
す
す
め
は
。 

 

建
物
は
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
デ
ザ
イ
ン
で
、
特
に
机
と
椅
子
の
材

料
は
地
元
産
の
も
の
を
使
用
し
、
地
元

の
木
工
作
家
小
林
朗
さ
ん
に
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
材
も
地
元
産
の

食
材
に
こ
だ
わ
り
、
シ
ェ
フ
の
菊
水
さ

ん
に
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
一
番

の
お
す
す
め
は
「
ド
ク
タ
ー
ズ
ラ
ン

チ
」。
全
て
の
メ
ニ
ュ
ー
は
管
理
栄
養

士
が
監
修
し
、
塩
分
や
カ
ロ
リ
ー
は
も

ち
ろ
ん
栄
養
価
に
も
こ
だ
わ
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。 

Ｑ
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
。 

 

生
き
が
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

つ
な
が
り
に
思
い
を
馳
せ
、
診
療
所
に

来
な
い
人
の
こ
と
も
考
え
る
と
、
お
出

か
け
し
た
り
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
住

ん
で
い
る
だ
け
で
健
康
に
な
れ
る
、
永

源
寺
が
そ
ん
な
地
域
に
な
れ
ば
い
い

な
ぁ
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。
結
果
が
出

る
の
は
１０
年
あ
る
い
は
一
世
代
（
３０

年
）
ぐ
ら
い
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
「
地
域

の
た
め
に
」
そ
の
よ
う
な
場
を
提
供
し

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ドクターズレストラン  

ラ・メゾン・ルーラル <田舎の家> オープン 

令
和
５
年
度
の
永
源
寺
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
総
会
を
５
月
20
日
、
永

源
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
た
。 

総
会
に
は
、
自
治
会
長
や
各
種
団
体
の

関
係
者
ら
約

80
人
の
出
席
を
い
た
だ

き
、
提
案
し
た
６
議
案
す
べ
て
を
原
案
の

と
お
り
可
決
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

開
会
あ
い
さ
つ
で
福
井
均
会
長
は
、

「
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、
住
ん
で
良
か
っ

た
、
来
て
良
か
っ
た
と
、
言
っ
て
も
ら
え

る
永
源
寺
地
区
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
案
は
、
新
規
で

取
り
組
む
事
業
な
ど
を
中
心
に
、
６
部
会
の

部
会
長
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

閉
会
挨
拶
で
古
谷
孝
副
会
長
は
、「
人
口

減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
問
題
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
こ
に
参
加
す
る
皆
さ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
連
携
し
て
元
気
な
永
源

寺
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
も
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

（収入）　　項目と説明 4年度決算額 ５年度予算額

まちづくり総合交付金 3,005,000 2,996,000

補助金（事業に対する補助金） 70,000 70,000

自治会からの受入拠出金 782,000 785,000

事業収入（参加費・協賛金・広告料） 518,100 530,000

大型金属資源回収事業受託料 1,172,600 1,172,000

基金繰入金 0 350,042

諸収入（販売金・預金利息等） 219,904 112,761

前年度繰越金 1,243,155 1,084,197

合計 7,010,759 7,100,000

（支出）　　項目と説明 ４年度決算額 ５年度予算額

会議費（総会・運営委員会等） 17,159 30,000

広報費（広報紙発行・記念誌発行） 1,345,925 700,000

まちづくり計画策定費 0 500,000

まちづくり計画事業推進費（別掲） 2,559,125 3,750,000

大型金属資源回収事業費 1,149,382 1,172,000

事業助成金（鈴鹿国定公園歩道整備） 70,000 0

事業補助金（自治連） 340,000 340,000

事業補助金（体育協会） 150,000 0

事業補助金（鈴鹿国定公園歩道整備） 0 70,000

まちづくり協議会連絡会負担金 18,500 0

事務局費（事務費・通信費等） 276,471 430,000

予備費 0 108,000

合計 5,926,562 7,100,000

（収入）　　項目と説明 ４年度決算額 ５年度予算額

指定管理受託料 32,397,000 31,497,000

事業収入（受講料） 178,000 178,000

諸収入（コピー機等使用料） 233,937 129,055

前年度繰越金 921,126 625,945

合計 33,730,063 32,430,000

（支出）　　項目と説明 ４年度決算額 ５年度予算額

人件費（職員給与、手当、保険料） 17,535,455 17,950,000

事務費（消耗品費、消費税等） 2,709,569 2,480,000

管理費（光熱水費、施設管理委託料等） 11,708,810 10,830,000

事業費（講師謝礼、通信費等） 1,150,284 1,120,000

予備費 0 50,000

合計 33,104,118 32,430,000

2,502,650

（支出）　　項目と説明 ４年度決算額 ５年度予算額

千草街道を往く 340,723 700,000

みんなの夏休み 197,675 300,000

星空観察会 10,000 0

大本山永源寺ライトアップ 395,227 400,000
いきいき活性化事業 180,180 200,000
国道421号美観事業 289,623 300,000
ごみのないまちづくり事業 84,840 150,000
花いっぱい運動 235,800 300,000
子ども応援事業 59,795 100,000
歴史探訪研修事業 0 50,000
笑顔で暮らせる事業 21,704 100,000
田舎で縁結び事業 0 100,000
安心安全事業 0 50,000
みんなのふるさと祭り 717,618 800,000
スポーツフェスタ 0 150,000
住めば都プラン推進事業 7,120 0
まちづくりフォーラム 17,896
みらい会議 924
合計 2,559,125 3,750,000

50,000

まちづくり協議会会計の決算と予算

コミュニティセンター指定管理会計の決算と予算

■令和４年度末まちづくり基金現在高

まちづくり計画事業推進費の内訳

永
源
寺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

令
和
５
年
度
総
会
終
え
る 

(上)はなちゃんずのヨシ笛コンサート  

(下)わ音のコンサート 

総会で挨拶する福井均会長 

(

上)

お
す
す
め
の
メ
ニ
ュ
ー
「
ド
ク
タ
ー
ズ
ラ
ン

チ
」
日
替
わ
り
で
す 

(

下)

木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
店
内
。
窓
か
ら
見

え
る
の
ど
か
な
田
園
風
景
も
特
徴
の
ひ
と
つ 

 



 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今、箕川の原風景と取り組みに注目が集まっています。 

4 月 14日には、東近江市観光協会主催のまちあるき「山里に 

春訪れて 箕川、原風景に木の香り再び」が行われ、また、5 

月 27 日には、永源寺コミュニティセンター講座「子どもお宝 

探険隊」が箕川町で行われました。 

 過疎と高齢化が進む箕川町。御池川に近く森に

囲まれた小さな集落。「ここは人間らしい感動を

味わえるところ」を合言葉に、この地域の良さを

次世代に引き継いでいこうと、箕川未来協議会を

設立し、まちづくりがスタートした。 

 代表の川嶋佳代子さん、副代表の井上慎也さ

ん、そして、４月から箕川町に移り住んだ地域お

こし協力隊の比良岡紡蘭さんにお話を伺いまし

た。 

■
「
箕
川
を
次
世
代
に
」
と
意
気
込

む
代
表
の
川
嶋
佳
代
子
さ
ん
■ 

 

「
仕
事
に
出
掛
け
、
夜
帰
っ
て
く

る
だ
け
。
地
域
の
こ
と
を
知
ら
ず
に

暮
ら
し
て
き
た
。
周
り
の
人
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
、
空
き
家
が
増
え

た
。
仕
事
を
辞
め
て
、
こ
の
先
ど
う

な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
と
、
初
め

て
気
づ
か
さ
れ
た
。
で
も
、
箕
川
が

大
好
き
な
人
が
残
っ
て
お
ら
れ
る
。

今
、
何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な

け
れ
ば
」
と
、
集
落
存
続
に
不
安
を

語
る
の
は
、
箕
川
未
来
協
議
会
代
表

の
川
嶋
佳
代
子
さ
ん
。 

 

箕
川
は
、
11
世
帯
16
人
（
２
０

２
３
年
５
月
１
日
、
住
民
基
本
台

帳
）
の
小
さ
な
集
落
。
当
然
、
過
疎

高
齢
化
は
進
み
空
き
家
も
増
加
し

て
い
る
。 

 

２
０
２
０
年
８
月
、
古
民
家
再
生

で
成
功
し
て
い
る
兵
庫
県
丹
波
篠

山
市
の
丸
山
集
落
を
住
民
有
志
で

視
察
に
出
掛
け
た
。
丸
山
は
箕
川
よ

り
小
さ
な
集
落
。
帰
り
の
車
中
、「
こ

ん
な
こ
と
で
き
た
ら
い
い
。
箕
川
で

も
是
非
と
も
や
り
た
い
」
と
皆
が
口

を
揃
え
た
。
「
や
り
た
い
を
言
葉
だ

け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
ち
ょ
っ
と
前
に

進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
か
」
と

提
案
し
た
の
が
副
代
表
を
務
め
る

井
上
慎
也
さ
ん
。
こ
う
し
て
未
来
協

議
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。
メ
ン
バ
ー

は
12
人
。
賛
同
者
は
増
え
て
い
る
。 

 

「
み
ん
な
が
元
気
な
う
ち
に
行
動

す
れ
ば
、
次
の
世
代
に
繋
い
で
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
微

か
な
希
望
が
持
て
た
。
井
上
さ
ん
と

一
緒
に
行
動
し
て
い
こ
う
」
と
川
嶋

さ
ん
。
ピ
ー
ス
が
ひ
と
つ
噛
み
合
っ

た
瞬
間
と
い
え
る
。 

■
箕
川
で
工
房
を
構
え
、
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
井
上
慎
也
さ
ん
■ 

 
「
わ
た
し
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
立

場
。
箕
川
の
人
が
ど
う
し
て
い
き
た

い
の
か
を
優
先
し
て
い
き
た
い
」
と

話
す
井
上
さ
ん
は
、
「
自
然
に
興
味

が
あ
っ
た
の
で
大
学
で
森
林
生
態

学
を
学
ん
だ
。
同
時
に
遊
林
会
の
活

動
に
も
参
加
し
て
自
然
は
観
て
愛

で
る
だ
け
で
な
く
、
木
を
使
っ
て
主

体
的
に
関
わ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

面
白
か
っ
た
。
大
学
院
の
と
き
、
か

つ
て
人
が
使
っ
て
い
た
山
の
様
子

を
調
査
す
る
機
会
が
あ
り
、
日
本
の

自
然
は
森
が
復
元
す
る
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
た
」

と
。
し
か
し
卒
業
後
10
年
間
は
シ

ス
テ
ム
会
社
に
就
職
。
永
源
寺
森

林
組
合
に
勤
め
る
友
人
と
話
す
う

ち
に
「
森
と
暮
ら
し
を
繋
げ
る
仕

事
を
し
た
い
」
と
退
職
を
決
意
。

学
生
時
代
に
蒔
か
れ
た
種
が
芽
吹

い
た
と
い
え
る
。 

 

そ
の
後
、
積
み
木
で
あ
る
ク
ミ

ノ
を
開
発
し
事
業
化
。「
森
と
川
に

囲
ま
れ
た
箕
川
の
集
落
の
雰
囲
気

が
気
に
入
り
、
山
と
関
わ
り
の
な

い
都
会
の
人
が
、
こ
こ
に
滞
在
す

れ
ば
社
会
的
価
値
に
な
る
。
可
能

性
は
無
限
大
で
あ
る
と
感
じ
た
」。

よ
そ
者
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

か
は
信
頼
関
係
が
決
め
手
。
ク
ミ

ノ
も
事
業
化
の
目
途
が
立
っ
た
井

上
さ
ん
は
、
ク
ミ
ノ
事
業
の
こ
と

や
こ
れ
か
ら
の
山
里
づ
く
り
な
ど

に
つ
い
て
、
集
会
所
で
地
域
の
人

た
ち
に
聴
い
て
も
ら
い
、
信
頼
を

得
て
、
退
職
１
年
後
の
２
０
１
６

年
に
箕
川
で
ツ
ミ
キ
の
工
房
を
構

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

■
川
の
図
書
館
を
開
設
し
た
い
、
夢

を
語
る 

比
良
岡
紡
蘭
さ
ん
■ 

 

動
け
る
人
間
が
余
り
に
少
な

い
。
こ
の
課
題
を
克
服
し
よ
う
と
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
ア
プ
ロ
ー

チ
し
、
今
年
４
月
、
市
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
の
が
比
良
岡
紡
蘭
さ
ん
。

比
良
岡
さ
ん
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
生

 お話を伺った人たち 

右）協議会代表の川嶋佳代 

子さん。 

中）㈱KUMINO 代表取締 

役で協議会副代表の井上慎 

也さん。 

左）地域おこし協力隊とし 

て東京都調布市から箕川町 

に移住した比良岡紡蘭（ほ 

のら）さん。 

ま
れ
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
育
ち
。
大
学

進
学
を
機
に
日
本
へ
。
卒
業
後
、
俳

優
業
の
た
め
東
京
都
調
布
市
に
在

住
し
、
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
所

属
す
る
傍
ら
、
自
然
豊
か
な
地
方
で

の
暮
ら
し
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

「
森
と
川
に
囲
ま
れ
、
真
ん
中
に
集

落
が
あ
り
、
守
ら
れ
た
感
じ
が
す

る
。
自
然
の
中
で
人
間
は
生
き
て
い

る
ん
だ
と
、
気
づ
か
さ
れ
る
よ
う
な

場
所
」
と
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
応
募
を
決
意
。
御
主
人
も
滋
賀
県

出
身
と
い
う
。
「
滋
賀
は
地
震
な
ど

の
災
害
が
少
な
く
安
全
度
が
高
い
。

琵
琶
湖
に
も
魅
力
を
感
じ
た
が
、
ど

う
し
て
も
山
里
で
暮
ら
し
た
い
と

い
う
思
い
が
強
か
っ
た
」
。
２
か
月

余
り
住
ん
で
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
も

ら
っ
た
。
次
に
新
し
い
人
が
箕
川
に

住
み
た
い
と
な
っ
た
と
き
に
、
私
が

助
け
ら
れ
る
よ
う
に
成
長
し
な
け

れ
ば
な
ら
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
。 

 

た
ち
ま
ち
の
目
標
に
つ
い
て
は
、

「
川
が
浅
く
て
き
れ
い
。
子
ど
も
た

ち
が
遊
べ
る
場
所
と
し
て
最
適
。
そ

こ
で
川
の
図
書
館
を
開
設
し
て
み

た
い
。
返
却
不
要
の
自
由
な
青
空
図

書
館
。
マ
マ
カ
フ
ェ
、
縁
側
喫
茶
の

き
っ
か
け
に
し
た
い
。
本
さ
え
集
ま

れ
ば
す
ぐ
に
で
も
始
め
ら
れ
る
と

思
っ
て
い
る
。
英
語
や
中
国
語
が
で

き
る
の
で
寺
小
屋
な
ど
も
で
き
れ

ば
」
と
も
。
ま
た
、
日
本
の
自
殺
率

の
高
さ
に
触
れ
、
「
生
き
て
い
く
こ

と
に
価
値
を
見
出
す
社
会
づ
く
り

が
必
要
。
人
間
ら
し
い
感
動
を
少
し

で
も
体
験
で
き
る
場
所
に
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。 

■
で
き
る
こ
と
か
ら
と
、
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
、
古
民
家
改
修
は
最
終
目
標 

 

 
 

 
 

 

箕
川
未
来
協
議
会
■ 

 

「
自
治
会
で
あ
る
の
で
家
長
さ
ん

の
寄
り
合
い
は
あ
る
。
日
常
の
さ
り

げ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

あ
る
。
だ
け
ど
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ

話
し
合
い
の
機
会
は
意
外
と
少
な

い
と
感
じ
た
」
と
い
う
井
上
さ
ん

は
、
協
議
会
立
ち
上
げ
後
の
会
議
で

は
、
箕
川
の
い
い
と
こ
ろ
や
地
域
を

引
き
継
ぐ
と
い
う
こ
と
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
、
聞
く

と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
と
い
う
。
視
察

先
で
観
た
古
民
家
を
改
修
し
て
ホ

テ
ル
化
す
る
こ
と
は
最
終
目
標
。
改

修
は
可
能
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

り
立
つ
の
か
、
人
的
資
源
も
足
り
な

い
と
課
題
は
多
い
。 

 

そ
れ
よ
り
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
と
、
こ
の
春
、
山
野
草
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
「
大
々
的

に
公
募
し
な
く
て
も
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

繋
が
っ
て
い
る
人
や
そ
の
友
だ
ち

が
集
ま
っ
て
く
れ
て
手
応
え
を
感

じ
た
」
と
は
川
嶋
さ
ん
。
井
上
さ
ん

も
「
少
し
ず
つ
出
来
そ
う
な
こ
と
、

や
り
た
い
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
も

っ
と
多
く
の
人
に
出
会
え
る
仕
組

み
と
仕
掛
け
を
し
て
い
き
た
い
。
そ

の
ひ
と
つ
に
空
き
家
の
劣
化
を
防

ぐ
取
り
組
み
や
空
き
家
を
片
づ
け

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど

を
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

先
ず
は
信
頼
さ
れ
る
非
営
利
法
人

を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。 

 

「
他
所
か
ら
来
た
若
い
人
た
ち
に

刺
激
を
受
け
て
い
る
。
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
考
え
方
で
、
ア
イ
デ
ア
も
豊
富
。

情
報
網
も
違
う
。
ま
た
、
お
年
寄
り

の
知
恵
と
若
い
人
の
知
恵
が
噛
み

合
え
ば
、
で
き
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
。
地
域
内
で
補
え
な
い
の
な
ら

地
域
外
の
人
を
取
り
込
む
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
山
里
で
の
暮
ら
し
方

も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
気
づ
か
さ

れ
た
」
と
、
代
表
の
川
嶋
さ
ん
が
話

し
を
締
め
く
く
っ
て
く
れ
た
。 

 

若
い
人
の
お
母
さ
ん
的
な
存
在

の
川
嶋
さ
ん
と
、
箕
川
の
皆
さ
ん
、

「
い
い
ね
」
を
付
け
る
応
援
者
、
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
計
算
し
な
が

ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
井
上
さ
ん
、
新
た

な
地
で
夢
に
向
か
う
比
良
岡
さ
ん
。

い
ろ
ん
な
ピ
ー
ス
が
噛
み
合
い
ど

ん
な
形
が
完
成
す
る
の
か
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
が
楽
し
み
で
あ
る
。 

 
 

右）子どもお宝探険隊 

左）観光協会主催のまちある

き 

 

 東京都調布市の多摩川河川敷で始まった「川の図書館」。13 歳の女子中学生が

始め、今では住民の交流の場として定着。さらに全国各地にその輪が広がってい

ます。絵本、小説、実用書、専門書なんでもかまいません。要らなくなった本を

お譲りください。連絡先：比良岡紡蘭（ひらおか ほのら） 箕川町 138-1  

Ｅmail：118tajihono1420＠gmail.com tel 080-9504-2469 

 


